
黄金比の世界
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黄金比とフィボナッチ数列
 黄金比とは1:1.618(1:1+√5/2)の値で表される比である。身の回りにはこの黄金
比が頻繁に用いられている。その理由として、

 「安定した美感を与える」「調和のとれた美しさがある」

 →人間の美的感覚を刺激する！

 その結果、意図せずとも黄金比が用いられてきた。

 黄金比とフィボナッチ数列の間には面白い関係が成り立っている。

 フィボナッチ数列：前の2項を足すと次の項が得られる

 例) 1, 1, 2, 3, 5, 8, 13, 21, 34, 55, 89, 144, 233, 377, 610, , ,

 フィボナッチ数列の隣り合う2項で分数をつくり新しい数列を作ると、黄金比に
限りなく近づいていく。

 例) 1/1, 2/1, 3/2, 5/3, 8/5, 13/8, 21/13, 34/21, 55/34, 89/55, 144/89,
233/144, 377/233, 610/377

文字と黄金比
黄金比は美感を持つということから、黄金比を用いてフォントを作れば誰もが見やすい文
字になり便利になるのではと考えた。黄金比 1 : (√5+1)/2 ≒ 1.618 を使ってAというフォン
トを作った。

外形が 100 : 1618   底辺が 309 : 500

縦の中心三角形との間隔が 100 : 1618

作成の方法としては、まず、紙に黄金比になるように計算した寸
法を用いて作図した。次にCADを用いて、左右対称かつ黄金比が入
れられるように工夫し、左図を作成した。
最後に、スクリーンショットで撮影したものが左図となる。

比較的に黄金比で文字を書くと綺麗だった。また、
周囲のものと相対的に見てしまうと違和感があった。

結果

白銀比だけで
作成したもの

黄金比と白銀比
で作成したもの

※右図の白銀比を使ったものを見ると、
多少だが白銀比に変えても綺麗に見えた。
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フラクタル

黄金比と準結晶の関係

準結晶とは、結晶と相いれない回転対称性を持つ固体
である。

準結晶は、その電子回折像に黄金比が現れることが知ら
れている。ここで、右図の Al-Ni-Co 正10角形相の電子
回折パターンでも、黄金比が現れるかどうかを計測アプ
リを用いて調査した。
• 右図の回折点は、一方向に等間隔で並ぶのではなく、
とある規則に沿って並んでいることが確認できる。

• 長さの比を調べると、多くの方向に対して約 1.6 の倍
数の間隔で並んでいることが分かった。

• 正確には、この数は(√5+1)/2=1.618…という無理数で
あった。

以上のことから、準結晶の電子回折像には黄金比が表れ
ることが確認できた。

図.Al-Ni-Co 正10角形相の電子回折パターン

植物と黄金比
3DCGによる植物のデザイン

植物は、2葉間の開度や花弁の数など、さまざまなところで
黄金比がみられることが知られている。
今回は、その他の部分でも黄金比を取り入れた植物はどの
ようなものになるのか興味を惹かれたため、3DCGソフトを
用いて実際に植物のデザインを行った。

以下、デザインの際に取り入れた黄金比とそれに関係する
事柄
• 花弁の部分と茎の部分の比率を黄金比（1:1.618）になる
ようにした

• 花弁や葉の枚数をフィボナッチ数にした
• 葉を黄金角(137.5°)の開度になるようにした
• 葉の概形や曲がり具合、葉を生やしている茎の曲がり具
合を黄金比の曲線に沿うようにした

黄金三角形とは角度がそれぞれ 36°，72°，72°の二等辺三角形であり、また72°の角を
2等分する直線を伸ばして2つの領域に分解すると、黄金三角形と黄金グノーモン
（108°，36°，36°の二等辺三角形）ができる。
下図の黄色い三角形が黄金三角形であり、赤い三角形が黄金グノーモンである。
黄金グノーモンは、さらに小さな黄金三角形と黄金グノーモンに分解できるという特徴
を持つ。この2つの図形を用いてを行った。また、この2つの図形を用いてパスタブリッ
ジを作った。

黄金三角形とペンローズタイル
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結言

自然や人工物など様々な場所に黄金比が存在することが分かり、
黄金比を活用し複数の作品を作ることが出来た。黄金比を調査す
る過程で、白銀比や青銅費など貴金属比と呼ばれるものの存在を
知ったので、今後は貴金属比をテーマにした調査を行いたい。

緒言

ゼミ形式の４年次学科横断科目「リベラルアーツ特論（トポロジーと
幾何学）」で実践しているSTEAM教育における工学分野(E)、芸術
分野(A)、数学(M)の融合、特に芸術分野に留まらず様々な場面で
現れる「黄金比」に着目し、その調査結果を報告する。

黄金螺旋のデザインへの応用
黄金比や黄金螺旋は建築物や絵画などに多く用いられ古くから
人々の心を魅了してきた。これは人間は黄金比や黄金螺旋に「調
和のとれた美しさ」を潜在的に感じるからである。
今回は、「黄金螺旋等を用いればデザインの知識のない者が設計
しても美しくなる」という仮説のもと、ギターの設計を行った。
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右図に示すようにボディの大まかな設計には21,34,55,89,144と
いう数値を用いた。これはフィボナッチ数列の８番目から12バ
番目の数である。フィボナッチ数列には項が進むにつれて隣り
合う数の比が黄金比(1：1.618)に近づくという性質があるため、
このよく目にする「1,1,2,3,5,8…」ではなく比較的大きな数で
ある8-12項の数を用いた。

また左図に示すようにボディ下部
には黄金螺旋をそのまま用いた。

結果
美しいかどうかは個人の判断に委ねるが収まの
いいデザインになった。またレスポール系のギ
ターでボディ下部がアシンメトリーなものは少
ないため、個性的な仕上がりとなった。
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